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1す] ‘生涯学留へ体系再編を" iヨ “生涯学習へ移行を"
iヨ -諸規制の弾力化をうたう 1壬 -初任者研1量打ち出す
サ “生涯学習体系をめざす" 毎 “生涯学習へ体系再編"
ン -学校・家庭・社会が一体で iヨ -社会人の教員，学生を拡大
ケ -新任教f{ijIζ研修1Ii1J
















































-解説記事 i後進性示す?4 96 学部大学生lζ対する i民生 li~欧米 i乙比べ低すぎるCß J 
-解説記事「留学生を10万人lζ 21 Ul:紀までにフランス益み 急がれる1í~i合の作保J
毎 l
1 ・解説記事「見て見ぬふり29% 中学生いじめへの対応 米IJilでは IJまず，止めるcsJ
. fiJl!説記事 rgべ 75011寺IMj15分， 1. 3 Iヨiζ1ftiJ審議しました，投書，意見書は3200ilJ 
• 1叉Ir内閣支持率の推移とiUJi教審のil)Jき」

























朝 I. 1-佑l't!J:とても育たぬ 1年間は長すぎるJ
“大学iζ新民吹くか"
・答申の青写真































































ぐ/鈎臼> 1<サンケイ> 1 <日経>ぐ毎臼> 1く主主売〉
‘改革母念の一層面の具体 i 噛踏み込み欠いた提言" I ‘臨教著書は生涯学習社会 i 柚どう実現する学習社会・ I .物足りないE語教審の液
化を 1 1 というが 1 二次答申随
主ドf弱点生，Jf教宵需主見l立正しいj I r評価できる点 r ~雪豊かな生活の中で滋悦 1 r総詣ではE仕手伝学校慾で白 I rこの基本万戸1( r生涯学
。教育改革の基本機{gj lζ 生 i 感 iζ 浸っている~ (1 月の|快い驚きをもたらした答申 i 習体系への移行~ )を噂き
J改革の Pf.~ と a 只体的な 1(1ま学替を告書えている乙と。 1 審議経過級委)中で勺 lt笠 Itこが 出した教賓の努史的考察や
J.i'ilミとの1:1;ζー筏性が欠け 10 子どもの心の健全な育成 l紀iζ向けての基本的あり方.1 凝り;分析.未米へのi長'1J:J. 
fこ， これまでの若手議の欠陥 iのための方策を鑓案したこ lを示そうというのたから，
をi;>:1泌する上ても， この綴|とも評価したL、。 1このよう心主主演もあり得る
れ(生Jt学科3の体系の中て 1.学絞教育百五で。@j性重視.1のたろう。j
'下校教育のち!)Ji を ~ll立す) 1害保ft. 131J化をめさす従ー
そ~ji! [lfiに出しにのはよ t汁J1;言かある程度怒り~まれて
:寺市1:. ;i'UをlOir~必
てー 2! I仕草己を 15~f={去に i良守
するにぞった今日:子安l二










批判【弓 Irm小nl'fの改革案iζ，そ Ir ':t ðf.学留の機~(J.，総論 I r w.点:1.依然とらえにくい。 Ii各治ては失'?lさソら，1分 1cとっしても物足りなさか
・会'?J1 tl (生Jf.教荷の電波)かと iとしては立派だが.各論ま|これでは関係者や一般bi!H主|か多い。J 伐ると nわさるをiヰないJ
ぺ !う反映しているかとなると.1で十分iζ浸透していないの!かそれぞれ Tつまみ読みJ 1 
むおあいまいな印象かぬく iではないかという不渇か筏|することにはり現代の I í?!1 ーに白~:~詣と.，; 1二く 1 flct体的な立時々の己主認の手














第二;こ.財政の~i f 'TIすか|比べ. ~'J' 、という印象がさ1
























'サ “生涯学習都市づくりを" • 9月入学告1]，教科書検定
日
ン -教科書の認定$1]や 9月入学 結論を持ち越し
ケ 賛否の両論併記







イ>は， 1概要(その 3) J以来の扱い方を変えて， 1現在の荒廃i乙対策なしj と， 1概要(その


















7c号iL尺τtしk r : な し
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表にあるように， r概要(その 4) j Iζ関して連載を組んだのはく毎日>r臨教審概要を読むゴ





















B I .解説記事「米が手本，具体化は白紙 大学教員の任期信IJ
・解説記事「ラ元大使寄稿で急浮上 「新国際学校」構想J
・解説記事 rIf'学区制の自由化」認めつつも 結論は現状のまま」
読 I.用語の解説 rIf'インテリジェント・スクー }VdJ 情報通信機能備え地域社会にも開放」
売 I.用誌の解説 rIf'教科書検定J 選択の機会拡大か教育内容の統一かj
・用語の解説 rIF通学区域J どの学校iζ行くのか親の一番の関心事」
・用語の解説 rIf' 9月入学J 半数近い国で実施 F国際化」車rlJlζ論議j
.概要メモ
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今回は，く朝日 >1ζ天野部夫氏の ru-o概要J を読んで 改革の万向は混迷のヰi 教育費の貧凶乙



































く毎日>は， I概要(その 4) J について社会面では扱っていない。乙のあたりも第一次答申以来
見られなかった動きである。
① 社説
















"未来iζ向けての教育改| “受験戦争解決を忘れる 1 "依然として問題を整理| “健性重視の教育をとい i “臨教奮をしりすliみiζ
2草案を 心 I できぬE語教審 うが 1 する心嗣
評価戸、 1r部会とは円'1こ設けられた 1 r自画Eりよく広い範囲iζわ
委員会のJ由設の中iこ，新鮮 1tこってIgj泌がとり上げられ
な考え!)かいくつも示3をさ iている J 
れているように思じ〉れる。 j
Ull3すべき論点かし、くつ Ir大いに評価できるものと









????? 「二，)長;こうナかれての'lu'Hす 「大き 1;欠広があるように 1r全体としてみれば， ア綬 1iテ 7 か多い刀、躍り、とし 1:-守!立の?子市の111に';:)
出 3っそれは受験綬争の過 i安'"1-・二次答申fi]筏iこiている。新しい教fi(をか 1 .è うな二一つの lll'&~ntt 泌か。
訟を敏治するための十分与 i目玉のない案であり。すべ|具体的にイメージてきロト :1'.、丁H むi1♂f:I1l，，;::;Jの!件。じの
ij Jミかっち出されていf;い iてか縫いてあって.1王iこがJ1 11).1こらごι.~必 ν) ，:Ft らj'"ì さ
といつことである。J 1も響いていなL、悠が免れな 1;もう少し，汲。品を君主l'J!L 1 ít 刀 • ~tえにく
下!)jt;lJれまて続けてい
いんにろうか
い.~といってし内、。 J 心いと a 筏要と答申のつ二
「事Jcrド)f;評価はとうすれがりがあいまいiζ f;'りは L
はできるのか，具体的プi法 1r改 3在、〉理念， 目的か明石産 iないだろうかパ





には触れていない。J でない j 
「事保化，鎖性化といって 1rあれもこれも，短いE寺1:1:こ心らfμ 、のか。 E語教濃の
ふ l-t体的にとのような選 iでtgj泌を広く汲い過ぎる Jl1審議では，その占の分析か
災芸祭か考えられるのかと不十分なのであるつJ




ーー---岨_-t____.嶋崎争的---ー』ー -ー---------...-勾------ーーー巴巴争目'-・ 4陶------...------ーーー _ー__________ ___L 
田陣 ーー--ーーーーー-------ーー
経 '~J{i， 1 121111紀iζ[:，)かつての教fiI i学力だけではい多面的な Ir後る熔lIHIを利用して， 1災Ii学校教書7の現状;こ対する II任期も残り少心くはった
改築窓っくりという，本米 i 人間の能力を評価する方法 11ζ国民的合憲があると包わ 11.t~反の不，~I立強い。伝教審 I~教'M Iζ!i ， しりすはみに
の役割を思い:Hすべきであ i引開発する体制を早急につ|れる!問題，すなわち平和と iへの期待も.失守も，そこ Iriふな L、ょう a らつー tQ，
る。J くるべきではないか。 E語教 i翠かさの中での入院1形成の|から出ている。その現実に!改芯への凱気を絞り上ける
審は第三次答申でその ζと ItEり方， 1:支持i立国を自信す|立って，改革へのフランモ!ょっな審議を10十与したい。
!あくまで過去にとらわれ|をm言してもらいたい。J 1上で教育の役割jをどう見直|考える安鰐を臨教漢に求め g
だい。前向きの意欲を':f，仁



























のであろうか。 i概要(その 4) J Iζ関する第一面の扱い，連載を組む紙数の減少，などを見ると，
扱い方が軽くなったとの印象を受ける。臨教審報道に患切れはないか。報道の姿勢，紙面の構成な
どにマンネリズムはないか。自己診断が各紙iζ必要ではなかろうか。
① リー夕、ーシップへの期待。 i概要(その 4) Jの社説のところでも指摘したように，一向に
呉体的な教育改革段を提示する乙とのできない臨教審の議論のあり方に対して，各紙は一種のもど
かしさ，いら立ちをあらわに示し始めたようである。 水かけ論議批判や，教育改革への熱気の盛り
上げ，等々の指摘は従来には見られなかったものである。しかし，各紙に混迷する臨教審の議論に
影響を及ぼすほどの具体的な提言があるかと見れは，必ずしも十分とは言えない。臨教審iζ対して，
ポイントをおさえた具体的な提言ム教育改革を支える世論形成への建設的なリーダーシップが，
改めて，新聞各紙に期待される。
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